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「輸出国における検疫措置を必要とする植物に係る輸入検疫実施要領」
（平成10年３月30日付け10農産第2122号農産園芸局長通達）改正案

新旧対照表

改正後 現行

（目的及び定義） （目的及び定義）
第１ 〔略〕 第１ 〔略〕
２～４ 〔略〕 ２～４ 〔略〕
５ 次の植物は前項の植物（別表１の２に掲げる地域において栽 ５ 次の植物は前項の植物（別表１の２に掲げる地域において栽
培されたものを除く。）と同等物とみなすものとする。 培されたものを除く。）と同等物とみなすものとする。

（１）規則別表１の２の３の項から９の項までに掲げる生植物の （１）規則別表１の２の１の項から５の項までに掲げる生植物の
地下部であって、これらの項に掲げる地域において栽培地検 地下部であって、これらの項に掲げる地域において栽培地検
査を受検せずに遺伝資源研究の用途に供する少量のもの 査を受検せずに遺伝資源研究の用途に供する少量のもの。

（２）規則別表１の２の10の項及び19の項から23の項までに掲げ （２）規則別表１の２の６の項、９の項から14の項まで及び16の
る種子であって、これらの項に掲げる地域において栽培地検 項に掲げる種子であって、これらの項に掲げる地域において
査を受検せずに遺伝資源研究及び品種特性試験の用途に供す 栽培地検査を受検せずに遺伝資源研究及び品種特性試験の用
る少量のもの 途に供する少量のもの。

（３）規則別表１の２の１の項、２の項、11の項から18の項まで （３）規則別表１の２の７の項、８の項、15の項及び16の項に掲
及び24の項に掲げる生植物であって、これらの項に掲げる地 げる生植物であって、これらの項に掲げる地域において栽培
域において栽培地検査を受検せずに遺伝資源研究の用途に供 地検査を受検せずに遺伝資源研究の用途に供する少量のもの
する少量のもの 。

６・７ 〔略〕 ６・７ 〔略〕
８ 規則別表１の２の３の項から９の項までに掲げる植物であっ ８ 規則別表１の２の１の項から５の項までに掲げる植物であっ
て、バーミキュライト、パーライト、みずごけ、ピートモス、 て、バーミキュライト、パーライト、みずごけ、ピートモス、
ロックウール、やしがら、へご、バーク、人工礫、木炭等の資 ロックウール、やしがら、へご、バーク、人工礫、木炭等の資
材及びこれらの混合物を用い、土と隔絶された環境で育成され 材及びこれらの混合物を用い、土と隔絶された環境で育成され
たものについても、検疫措置要求植物に該当する。 たものについても、検疫措置要求植物に該当する。
ただし、二国間協議等により別途定めるものを除くものとす ただし、二国間協議等により別途定めるものを除くものとす

る。 る。
９ 規則別表１の２の１の項から９の項まで及び11の項から18の ９ 規則別表１の２の１の項から５の項まで、７の項及び８の項
項までに掲げる植物並びに規則別表２の２の６の項から12の項 に掲げる植物であって、試験管、フラスコ等の中で無菌的に培
まで、15の項、18の項及び21の項に掲げる植物であって、試験 養かつそれらに封入され、同表の１の項から５の項まで、７の
管、フラスコ等の中で無菌的に培養かつそれらに封入され、こ 項及び８の項に掲げる検疫有害動植物が付着しない状態で輸入
れらの項に掲げる検疫有害動植物が付着しない状態で輸入され される植物は、検疫措置要求植物に該当しないものとする。
る植物は、検疫措置要求植物に該当しないものとする。

（追記不備の措置） （追記不備の措置）
第４ 植物防疫官は、第３の結果、第２の要求事項を満たしてい 第４ 植物防疫官は、第３の結果、第２の要求事項を満たしてい
る旨の追記がなされていないと認めた場合には、自らこれを廃 る旨の追記がなされていないと認めた場合には、自らこれを廃
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棄（焼却等の措置をいい、積戻しを含む。以下同じ。）し、又 棄（焼却等の措置をいい、積戻しを含む。以下同じ。）し、又
は輸入者若しくは管理者に廃棄すべきことを命じなければなら は輸入者若しくは管理者に廃棄すべきことを命じなければなら
ない。 ない。
ただし、当該植物が規則別表１の２の３の項から９の項まで ただし、当該植物が規則別表１の２の１の項から５の項まで

に掲げる植物に該当するときであって、輸入者から当該植物の に掲げる植物に該当するときであって、輸入者から当該植物の
地下部を除去して地上部を輸入したい旨の申出があり、次の各 地下部を除去して地上部を輸入したい旨の申出があり、次の各
号全てを満たすときに限り、輸入検査を実施した後にその地下 号すべてを満たすときに限り、輸入検査を実施した後にその地
部の除去を認めることができる。 下部の除去を認めることができる。

（１）～（３） 〔略〕 （１）～（３） 〔略〕
２ 〔略〕 ２ 〔略〕

（輸入検査及び措置） （輸入検査及び措置）
第５ 〔略〕 第５ 〔略〕
２ 〔略〕 ２ 〔略〕
３ 植物防疫官は、輸入検査の結果、第２の要求事項の対象とす ３ 植物防疫官は、輸入検査の結果、第２の要求事項の対象とす
る有害動植物の付着を認めた場合は、自ら当該植物を廃棄し、 る有害動植物の付着を認めた場合は、自ら当該植物を廃棄し、
又は輸入者若しくは管理者に廃棄すべきことを命じなければな 又は輸入者若しくは管理者に廃棄すべきことを命じなければな
らない。ただし、規則別表１の２の３の項から９の項までに掲 らない。ただし、規則別表１の２の１の項から５の項までに掲
げる栽培地検査対象検疫有害動物が認められた場合は、第４の げる栽培地検査対象検疫有害動物が認められた場合は、第４の
１項のただし書を準用することができる。 １項のただし書を準用することができる。

４ 植物防疫官は、輸入検査の結果、規則別表１の２の２の項並 〔新設〕
びに規則別表２の２の６の項から８の項まで及び13の項から15
の項までに掲げる検疫有害動植物の付着を認めた場合は、前項
の規定にかかわらず、自ら当該植物を消毒し、又は輸入者若し
くは管理者に消毒すべきことを命じることができる。

（植物検疫に関する政府機関を有しない国から輸出される検疫 （植物検疫に関する政府機関を有しない国から輸出される検疫
措置要求植物） 措置要求植物）

第７ 規則別表１の２及び規則別表２の２に掲げる地域のうち植 第７ 規則別表１の２及び規則別表２の２に掲げる地域のうち植
物検疫に係る政府機関を有しない国から輸出される検疫措置要 物検疫に係る政府機関を有しない国から輸出される検疫措置要
求植物は、当該地域における必要な検疫措置が実施されないた 求植物は、当該地域における必要な検疫措置が実施されないた
め、輸入を認めないものとする。ただし、規則別表１の２の３ め、輸入を認めないものとする。ただし、規則別表１の２の１
の項から９の項までに掲げる植物であって、輸入者から当該植 の項から５の項までに掲げる植物であって、輸入者から当該植
物の地下部を除去して輸入したい旨の申出があった場合には、 物の地下部を除去して輸入したい旨の申出があった場合には、
第４の１項のただし書及び２項のただし書を準用する。 第４の１項のただし書き及び２項のただし書きを準用する。

別記（第２関係） 別記（第２関係）
栽培地検査に関する輸出国への要求事項 栽培地検査に関する輸出国への要求事項
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検疫対象有害動植物 要求事項 検疫対象有害動植物 要求事項

１ Aleurocanthus woglumi 本害虫の防除が十分に行われた [新設] [新設]
（ミカンクロトゲコナジ ほ場（栽培施設を含む。）で栽培
ラミ） され、当該植物が輸出される前の

３か月間、毎月１回栽培地検査（
葉裏に渦巻状に産み付けられた卵
の有無並びにすす病で汚染された
葉裏の幼虫、蛹及び成虫の有無の
検査）を行って本害虫の発生がな
いことを確認し、その旨を検査証
明書に追記すること。

２ Tuta absoluta（トマト 当該植物の収穫までの２か月間 [新設] [新設]
キバガ） 、本害虫についてトラップによる

監視及び防除が十分に行われたほ
場（栽培施設を含む。）で栽培さ
れ、定期的に栽培地検査を行って
本害虫の発生がないことを確認し
、その旨を検査証明書に追記する
こと。

３ Meloidogyne chitwoodi [略] １ Meloidogyne chitwoodi [略]
（コロンビアネコブセン （コロンビアネコブセン
チュウ） チュウ）

４ Heterodera schachtii（ ２ Heterodera schachtii（
テンサイシストセンチュ テンサイシストセンチュ
ウ） ウ）

５ Meloidogyne fallax（ニ ３ Meloidogyne fallax（ニ
セコロンビアネコブセン セコロンビアネコブセン
チュウ） チュウ）

６ Nacobbus aberrans（ニ ４ Nacobbus aberrans（ニ
セネコブセンチュウ） セネコブセンチュウ）

７ Radopholus similis（バ ５ Radopholus similis（バ
ナナネモグリセンチュウ ナナネモグリセンチュウ
） ）
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８ Meloidogyne enterolobii [新設]

９ Xiphinema index（ブド [新設]
ウオオハリセンチュウ）

10 Fusarium oxysporum f. 採種用の親植物について、本菌 ６ Fusarium oxysporum f. 採種用の母本について、本菌の
sp.pisi（エンドウ萎ちょ の発生が知られていないほ場で栽 sp.pisi（エンドウ萎ちょ 発生が知られていないほ場で栽培
う病菌） 培され、生育後期に栽培地検査を う病菌） され、生育後期に栽培地検査を行

行って本菌の発生がないことを確 って本菌の発生がないことを確認
認し、その旨を検査証明書に追記 し、その旨を検査証明書に追記す
すること。 ること。

11 Phytophthora kernoviae [略] ７ Phytophthora kernoviae [略]

12 Phytophthora ramorum ８ Phytophthora ramorum

13 Apiosporina morbosa 当該植物の生育期中に栽培地検 [新設] [新設]
査を行って本菌の発生がないこと
を確認し、その旨を検査証明書に
追記すること。

14 Ceratocystis fagacearum 媒介昆虫の防除が十分に行われ [新設] [新設]
（ナラ類しおれ病菌） たほ場（栽培施設を含む。）で栽

培され、当該植物の生育期中に栽
培地検査を行って本菌の発生がな
いことを確認し、その旨を検査証
明書に追記すること。

15 Deuterophoma tracheiph 当該植物の生育期中に栽培地検 [新設]
ila 査を行って本菌の発生がないこと

を確認し、その旨を検査証明書に
16 Eutypa lata 追記すること。 [新設]

17 Guignardia citricarpa [新設]

18 Sphaeropsis tumefaciens [新設]
（カンキツ類てんぐ巣病
菌）
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19 Curtobacterium flaccumf 採種用の親植物について、生育 ９ Curtobacterium flaccumf 採種用の母本について、生育後
aciens pv. f laccumfaciens 後期に栽培地検査を行って本細菌 aciens pv. flaccumfaciens 期に栽培地検査を行って本細菌の
（インゲンマメ萎ちょう の発生がないことを確認し、その （インゲンマメ萎ちょう 発生がないことを確認し、その旨
細菌病菌） 旨を検査証明書に追記すること。 細菌病菌） を検査証明書に追記すること。

[削る。] [削る。] 10 Acidovorax avenae subs 採種用の母本について、収穫期
p.citrulli（スイカ果実汚 前（果実の成熟期）に栽培地検査
斑細菌病菌） を行って、本細菌の発生がないこ

とを確認しその旨を検査証明書に
追記すること。

20 Pantoea stewartii（トウ 採種用の親植物について、媒介 11 Pantoea stewartii（トウ 採種用の母本について、媒介昆
モロコシ萎ちょう細菌病 昆虫の防除が十分に行われたほ場 モロコシ萎ちょう細菌病 虫の防除が十分に行われたほ場で
菌） で栽培され、生育最盛期に栽培地 菌） 栽培され、生育最盛期に栽培地検

検査を行って本細菌の発生がない 査を行って本細菌の発生がないこ
ことを確認し、その旨を検査証明 とを確認し、その旨を検査証明書
書に追記すること。 に追記すること。

21 Clavibacter michiganens 採種用の親植物について、生育 12 Clavibacter michiganens 採種用の母本について、生育最
is subsp.nebraskensis（ト 最盛期に栽培地検査を行って本細 is subsp.nebraskensis（ト 盛期に栽培地検査を行って本細菌
ウモロコシ葉枯細菌病菌 菌の発生がないことを確認し、そ ウモロコシ葉枯細菌病菌 の発生がないことを確認し、その
） の旨を検査証明書に追記すること ） 旨を検査証明書に追記すること。

。

22 Broad bean stain virus 採種用の親植物について、媒介 13 Broad bean stain virus 採種用の母本について、媒介昆
（ソラマメステインウイ 昆虫の防除が十分に行われたほ場 （ソラマメステインウイ 虫の防除が十分に行われたほ場で
ルス） で栽培され、生育最盛期に栽培地 ルス） 栽培され、生育最盛期に栽培地検

検査を行って本ウイルスの発生が 査を行って、本ウイルスの発生が
23 Broad bean true mosaic ないことを確認し、その旨を検査 14 Broad bean true mosaic がないことを確認し、その旨を検

virus（ソラマメトゥルー 証明書に追記すること。 virus（ソラマメトゥルー 査証明書に追記すること。
モザイクウイルス） モザイクウイルス）

24 Plum pox virus（ウメ輪 [略] 15 Plum pox virus（ウメ輪 [略]
紋ウイルス） 紋ウイルス）

[削る。] [削る。] 16 Pepino mosaic virus （１）種子について
採種用の母本について、本

ウイルスの発生が知られてい
ないほ場で栽培され、生育期
中に栽培地検査を行い、かつ
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、当該母本又は当該母本から
採種された種子について ELI
SA法等の適切な血清学的方
法又は RT-PCR法等の適切な
遺伝子的手法による検定を行
って本ウイルスの発生がない
ことを確認し、その旨を検査
証明書に追記すること。

（２）生植物について
本ウイルスの発生が知られ

ていないほ場で栽培され、当
該植物の生育期中に栽培地検
査及び ELISA法等の適切な血
清学的方法又は RT-PCR法等
の適切な遺伝子的手法による
検定を行って本ウイルスの発
生がないことを確認し、その
旨を検査証明書に追記するこ
と。

[削る。] [削る。] 17 Potato spindle tuber vir （１）種子について
oid（ジャガイモやせいも 採種用の母本について、本
ウイロイド） ウイロイドの発生が知られて

いないほ場で栽培され、生育
[削る。] 18 Pepper chat fruit viroid 期中に栽培地検査を行い、か

つ、当該母本又は当該母本か
ら採種された種子について R

[削る。] 19 Tomato apical stunt viro T-PCR法等の適切な遺伝子的
id 手法による検定を行って本ウ

イロイドの発生がないことを
[削る。] 20 Tomato chlorotic dwarf 確認し、その旨を検査証明書

viroid に追記すること。

[削る。] 21 Columnea latent viroid （２）生植物について
本ウイロイドの発生が知ら

れていないほ場で栽培され、
当該植物の生育期中に栽培地
検査及び RT-PCR法等の適切
な遺伝子的手法による検定を
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行って本ウイロイドの発生が
ないことを確認し、その旨を
検査証明書に追記すること。

[削る。] [削る。] 22 Mexican papita viroid 本ウイロイドの発生が知られて
いないほ場で栽培され、当該植物

[削る。] 23 Tomato planta macho vi の生育期中に栽培地検査及び RT-
roid PCR法等の適切な遺伝子的手法に

よる検定を行って本ウイロイドの
感染がないことを確認し、その旨
を検査証明書に追記すること。

輸入禁止から除外するための基準となる輸出国への要求事項 輸入禁止から除外するための基準となる輸出国への要求事項

検疫対象有害動植物 要求事項 検疫対象有害動植物 要求事項

１ Anastrepha fraterculus 輸出国植物検疫機関が作成し、 [新設] [新設]
（ミナミアメリカミバエ かつ、農林水産省消費・安全局植
） 物防疫課長（以下「植物防疫課長

」という。）の認定を受けた作業
２ Anastrepha grandis 計画に基づき、輸出国植物検疫機 [新設]

関の監督のもとに次のいずれかの
３ Anastrepha ludens（メ 措置を行って本害虫に侵されてい [新設]
キシコミバエ） ないことを確認し、その旨を検査

証明書に追記すること。なお、（
４ Anastrepha obliqua（ニ ２）の措置を行った場合は、その [新設]
シインドミバエ） 旨（当該措置を行った日付及びそ

の方法を含む）を検査証明書の所
５ Anastrepha suspensa（ 定の欄に記載すること。 [新設]
カリブミバエ） （１）本害虫の発生がない状態が

維持されている地域として輸
出国植物検疫機関が指定する
地域で生産されること。

（２）輸出国植物検疫機関が指定
する処理施設において、本害
虫を殺虫するために適切と認
められる方法による処理が行
われること。
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６ Bactericera cockerell i 本害虫の防除が十分に行われた [新設] [新設]
ほ場（栽培施設を含む。）で栽培

７ Bactericera nigricornis され、当該植物が輸出される前に [新設]
、葉に付着した卵の有無並びに茎
葉又は果実に損害を与える幼虫及
び成虫の有無の検査を行って本害
虫に侵されていないことを確認し
、その旨を検査証明書に追記する
こと。なお、本害虫に侵されてい
ることが確認された場合は、消毒
を行うことができるものとし、当
該消毒を行った場合にあっては、
その旨（当該消毒を行った日付及
びその方法を含む。）を検査証明
書の所定の欄に記載し、かつ、当
該消毒を行って本害虫に侵されて
いないことを検査証明書に追記す
ること。

８ Bactericera trigonica 本害虫の防除が十分に行われた [新設] [新設]
ほ場（栽培施設を含む。）で栽培
され、当該植物が輸出される前に
、葉に付着した卵の有無並びに茎
葉に損害を与える幼虫及び成虫の
有無の検査を行って本害虫に侵さ
れていないことを確認し、その旨
を検査証明書に追記すること。な
お、本害虫に侵されていることが
確認された場合は、消毒を行うこ
とができるものとし、その旨（当
該消毒を行った日付及びその方法
を含む。）を検査証明書の所定の
欄に記載し、かつ、当該消毒を行
って本害虫に侵されていないこと
を検査証明書に追記すること。

９ Circulifer tenellus（テ 本害虫の防除が十分に行われた [新設] [新設]
ンサイヨコバイ ほ場（栽培施設を含む。）で栽培

され、当該植物が輸出される前に
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、茎葉に差し込むように産み付け
られた卵の有無並びに茎葉に損害
を与える幼虫及び成虫の有無の検
査を行って本害虫に侵されていな
いことを確認し、その旨を検査証
明書に追記すること。

10 Diabrotica undecimpunct 本害虫の防除が十分に行われた [新設] [新設]
ata（ジュウイチホシウリ ほ場（栽培施設を含む。）で栽培
ハムシ） され、当該植物が輸出される前に

、根に損害を与える幼虫の有無及
11 Naupactus leucoloma（ び茎葉に損害を与える成虫の有無 [新設]
シロヘリクチブトゾウム の検査を行って本害虫に侵されて
シ） いないことを確認し、その旨を検

査証明書に追記すること。
12 Otiorhynchus ovatus（ [新設]
イチゴクチブトゾウムシ
）

13 Scolytus multistriatus（ 当該植物が輸出される前に、侵 [新設] [新設]
セスジキクイムシ） 入孔及び脱出孔の有無並びに樹皮

下の孔道内の幼虫、蛹及び成虫の
14 Scolytus scolytus（ヨー 有無の検査を行って本害虫に侵さ [新設]
ロッパニレノキクイムシ れていないことを確認し、その旨
） を検査証明書に追記すること。な

お、本害虫に侵されていることが
確認された場合は、消毒を行うこ
とができるものとし、その旨（当
該消毒を行った日付及びその方法
を含む。）を検査証明書の所定の
欄に記載し、かつ、当該消毒を行
って本害虫に侵されていないこと
を検査証明書に追記すること。

15 Trioza apicalis 本害虫の防除が十分に行われた [新設] [新設]
ほ場（栽培施設を含む。）で栽培
され、当該植物が輸出される前に
、葉に付着した卵の有無並びに茎
葉に損害を与える幼虫及び成虫の
有無の検査を行って本害虫に侵さ
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れていないことを確認し、その旨
を検査証明書に追記すること。な
お、本害虫に侵されていることが
確認された場合は、消毒を行うこ
とができるものとし、その旨（当
該消毒を行った日付及びその方法
を含む）を検査証明書の所定の欄
に記載し、かつ、当該消毒を行っ
て本害虫に侵されていないことを
検査証明書に追記すること。

16 Phytophthora kernoviae 培養資材及び根回りの被覆の用 １ Phytophthora kernoviae 培養資材及び根回りの被覆の用
に供する資材について、71℃以上 に供する資材について、71℃以上

17 Phytophthora ramorum で75分間以上の熱処理を受けたこ ２ Phytophthora ramorum で75分間以上の熱処理を受けたこ
とを処理した日付とともに検査証 とを処理した日付とともに検査証
明書の所定の欄に記載し、かつ、 明書の所定の欄に記載し、かつ、
当該熱処理を実施して本菌に侵さ 当該熱処理を実施して本菌に侵さ
れていないことを検査証明書に追 れていないことを確認し、その旨
記すること。 を検査証明書に追記すること。

18 Ophiostoma novo-ulmi s 当該植物が輸出される前に、本 [新設] [新設]
ubsp. novo-ulmi 菌の媒介害虫の付着の有無並びに

本菌による葉の黄化・萎凋の病徴
、枝枯れの病徴及び枝又は幹の樹
皮を剥ぐと現れる褐色の条斑等の
病徴の有無の検査（疑わしい症状
に対する精密検定を含む。）を行
って本菌に侵されていないことを
確認し、その旨を検査証明書に追
記すること。

19 Acidovorax avenae subs 次のいずれかの措置を行って本 [新設] [新設]
p.citrulli（スイカ果実汚 細菌に侵されていないことを確認
斑細菌病菌） し、その旨を検査証明書に追記す

ること。
（１）採種用の親植物について、

本細菌に有効な方法で消毒さ
れた種子又は本細菌に侵され
ていないことが確認された種
子から生産され、収穫期前（
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果実の成熟期）に、茎葉又は
果実の表面の病徴の有無の検
査（疑わしい症状に対する精
密検定を含む。）を行うこと
。

（２）種子について、栽培検定又
は PCR法、 LAMP法等の適切
な遺伝子的手法による検定を
行うこと。なお、検定は、国
際種子検査協会が定める国際
種子検査規程の抽出方法に準
拠した方法で同一の荷口単位
から無作為に抽出した30,000
粒について行うこと。

20 Candidatus Liberibacter 媒介昆虫の防除が十分に行われ [新設] [新設]
solanacearum たほ場で栽培され、当該植物の生

育期中又は輸出検査時に、 PCR法
等の適切な遺伝子的手法による検
定を行って本細菌に侵されていな
いことを確認し、その旨を検査証
明書に追記すること。

21 Pseudomonas syringae p （１）花粉について [新設] [新設]
v. actinidiae biovar3 本細菌の発生がない状態が

維持されているほ場として輸
出国植物検疫機関が指定する
ほ場で栽培された花から採取
され、かつ、 PCR法等の適切
な遺伝子的手法による検定を
行って本細菌に侵されていな
いことを確認し、その旨を検
査証明書に追記すること。

（２）花粉以外の生植物について
本細菌の発生がない状態が

維持されている地域として輸
出国植物検疫機関が指定する
地域で栽培され、本細菌に侵
されていないことを確認し、
その旨を検査証明書に追記す
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ること。

22 Spiroplasma citri 当該植物の展葉期に、 ELISA法 [新設] [新設]
等の適切な血清学的方法又は PCR

23 Xylella fastidiosa 法等の適切な遺伝子的手法による [新設]
検定を行って本細菌に侵されてい
ないことを確認し、その旨を検査
証明書に追記すること。

[削る。] [削る。] ３ Pepino mosaic virus 本ウイルスの発生が知られてい
ないほ場で栽培され本ウイルスに
感染していない母本植物又は種子
から生産され、生育期中又は輸出
検査時に ELISA法等の適切な血清
学的方法又は RT-PCR法等の適切
な遺伝子的手法による検定を行っ
て本ウイルスの発生がないことを
確認し、その旨を検査証明書に追
記すること。

24 Potato spindle tuber vir （１）種子について ４ Potato spindle tuber vir （１）ペチュニア属種子について
oid（ジャガイモやせいも 採種用の親植物又は当該親 oid（ジャガイモやせいも 採種用の母本について、本
ウイロイド） 植物から採種された種子につ ウイロイド） ウイロイドの発生が知られて

いて RT-PCR法等の適切な遺 いないほ場で栽培され、当該
伝子的手法による検定を行っ 母本又は当該母本から採種さ
て本ウイロイドに侵されてい れた種子について RT-PCR法
ないことを確認し、その旨を 等の適切な遺伝子的手法によ
検査証明書に追記すること。 る検定を行って本ウイロイド
なお、検定は、国際種子検査 の発生がないことを確認し、
協会が定める国際種子検査規 その旨を検査証明書に追記す
程の抽出方法に準拠した方法 ること。
で同一の荷口単位から無作為
に抽出した4,600粒について
、最大400粒ずつ行うこと。

（２）生植物について （２）生植物について
生育期中又は輸出検査時に 本ウイロイドの発生が知ら

、同一の荷口単位から無作為 れていないほ場で栽培され、
に抽出した検体について、R 本ウイロイドに感染していな
T-PCR法等の適切な遺伝子的 い母本植物又は種子（ペチュ
手法による検定を行って本ウ ニア属については本ウイロイ
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イロイドに侵されていないこ ドに感染していない種子）か
とを確認し、その旨を検査証 ら生産され、生育期中又は輸
明書に追記すること。 出検査時に RT-PCR法等の適

切な遺伝子的手法による検定
を行って本ウイロイドの発生
がないことを確認し、その旨
を検査証明書に追記すること
。

25 Pepino mosaic virus （１）種子について [新設] [新設]
採種用の親植物又は当該親

植物から採種された種子につ
いて ELISA法等の適切な血清
学的方法又は RT-PCR法等の
適切な遺伝子的手法による検
定を行って本ウイルスに侵さ
れていないことを確認し、そ
の旨を検査証明書に追記する
こと。なお、検定は、国際種
子検査協会が定める国際種子
検査規程の抽出方法に準拠し
た方法で同一の荷口単位から
無作為に抽出した4,600粒に
ついて、 ELISA法等の血清学
的方法による検定にあっては
最大250粒ずつ、RT-PCR法等
の遺伝子的手法による検定に
あっては最大400粒ずつ行う
こと。

（２）生植物について
生育期中又は輸出検査時に

、同一の荷口単位から無作為
に抽出した検体について ELI
SA法等の適切な血清学的方
法又は RT-PCR法等の適切な
遺伝子的手法による検定を行
って本ウイルスに侵されてい
ないことを確認し、その旨を
検査証明書に追記すること。
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26 Columnea latent viroid （１）種子について ５ Columnea latent viroid
採種用の親植物又は当該親

[削る。] 植物から採種された種子につ ６ Mexican papita viroid
いて RT-PCR法等の適切な遺

[削る。] 伝子的手法による検定を行っ ７ Tomato apical stunt viro
て本ウイロイドに侵されてい id
ないことを確認し、その旨を

[削る。] 検査証明書に追記すること。 ８ Tomato chlorotic dwarf
なお、検定は、国際種子検査 viroid
協会が定める国際種子検査規
程の抽出方法に準拠した方法
で同一の荷口単位から無作為
に抽出した4,600粒について 本ウイロイドの発生が知られて
、最大400粒ずつ行うこと。 いないほ場で栽培され本ウイロイ

（２）生植物について ドに感染していない母本植物又は
生育期中又は輸出検査時に 種子から生産され、生育期中又は

、同一の荷口単位から無作為 輸出検査時に RT-PCR法等の適切
に抽出した検体について RT- な遺伝子的手法による検定を行っ
PCR法等の適切な遺伝子的手 て本ウイロイドの発生がないこと
法による検定を行って本ウイ を確認し、その旨を検査証明書に
ロイドに侵されていないこと 追記すること。
を確認し、その旨を検査証明
書に追記すること。

27 Mexican papita viroid 生育期中又は輸出検査時に、同 [新設] [新設]
一の荷口単位から無作為に抽出し
た検体について、 RT-PCR法等の
適切な遺伝子的手法による検定を
行って本ウイロイドに侵されてい
ないことを確認し、その旨を検査
証明書に追記すること。

28 Tomato apical stunt viro （１）種子について [新設] [新設]
id 採種用の親植物又は当該親

植物から採種された種子につ
29 Tomato chlorotic dwarf いて RT-PCR法等の適切な遺 [新設]

viroid 伝子的手法による検定を行っ
て本ウイロイドに侵されてい

30 Pepper chat fruit viroid ないことを確認し、その旨を [新設]
検査証明書に追記すること。
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なお、検定は、国際種子検査
協会が定める国際種子検査規
程の抽出方法に準拠した方法
で同一の荷口単位から無作為
に抽出した4,600粒について
、最大400粒ずつ行うこと。

（２）生植物について
生育期中又は輸出検査時に

、同一の荷口単位から無作為
に抽出した検体について、R
T-PCR法等の適切な遺伝子的
手法による検定を行って本ウ
イロイドに侵されていないこ
とを確認し、その旨を検査証
明書に追記すること。

31 Tomato planta macho vi 生育期中又は輸出検査時に、同 [新設] [新設]
roid 一の荷口単位から無作為に抽出し

た検体について RT-PCR法等の適
切な遺伝子的手法による検定を行
って本ウイロイドに侵されていな
いことを確認し、その旨を検査証
明書に追記すること。

附 則
（施行期日）
この改正は、平成28年11月24日から施行する。ただし、規則別

表１の２に係る改正（第１の５項の改正のうち規則別表１の２の
10の項及び16の項を改める部分並びに別記の栽培地検査に関する
輸出国への要求事項の改正のうち10の項及び16の項から23の項ま
でを削る部分を除く。）は、平成29年５月24日から施行する。


